要素技術シート(Java)


例外

1 例外をスローする（可能性のある）コードのブロックの書式
try{…<例外スローコード<A>>…}

catch(Exception e){…<例外発生時のコード<B>>…}

finally{…<必ず実行されるコード<C>>…}<処理>;

· <A>で例外が発生すると<A>の中でその行以降のコードは実行されない。

· finallyはなくても良い。

· <A>でreturnをしても<C>は実行される。

· catchは複数書ける。ただし例外はサブクラスから先にキャッチする。

>>さもなくば、エラー。

2 例外クラス間の継承関係と種類

Throwable
Error



Exception
RuntimeException

ArithmeticException








ArrayStoreException








ClassCastException








IndexOutOfBoundsException








NullPointerException

チェック例外や

ClassNotFoundException
ユーザー定義例外

java.io.IOException





extends




java.io.FileNotFoundException

RuntimeExceptionとそのサブクラスはキャッチしなくてもコンパイルが通る。

③throwとthrows


throwはメソッドの定義の中で例外をスローするときに使う。



throw
new　Exception();


throwsは例外をスローする可能性のあるメソッドを宣言するときに使う。

4 メソッドのオーバーライド

スーパークラスで例外のスローが宣言されているメソッドをオーバーライドするとき、例外クラスのサブ例外クラスをスローするかまたは例外クラスをスローするのを辞める。

Java要素技術シート





















































- i -

